
土浦市女性のためのデジタル人材育成セミナー 【土浦市】

地域の実情と課題

連携団体

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３１４ 千円

交付金額 ２３５ 千円

事業番号 １

・本市の女性就業率は、全就業人口の４割を超えており、その雇用形
態としては、令和２年の国勢調査の結果から、正規雇用者が４割強、
非正規用者が約５割となっています。平成２７年の国勢調査に比べ、
正規雇用者が微増している状況です。女性のデジタル人材育成セミ
ナーを実施することで、女性の雇用安定、経済的自立、加速するＤＸ化
を担う人材育成を進めるとともに、女性のデジタル分野における活躍
の場を拡充する。

１ ショート動画の作り方を学び、実際に市のイベントＰＲ動画を作成
する。

２ 完成したショート動画のプレゼンテーションを行う発表会を開催し、
市内事業所等を招待することで、受講者と事業所とのマッチングの機
会を創出する。
３ デジタルリテラシーを習得するとともに、ソーシャルメディアを活用
するための「ＳＮＳの基礎」を学び導入や配信方法を学び就労につな
がるものとする。
４ ライフデザインの振り返りを行い、自身の優先順位や目標設定を
見直す機会の創出とした。

・本事業は、募集開始直後に定員を上回る応募があり、デジタル分野
への関心の高さが伺えた。女性デジタル人材育成セミナーを市が開
催することで、デジタル分野における女性参入の間口を広げることが
できた。また、デジタルスキルの向上は就労機会の創出のみならず、
起業をしていく上でも重要なスキルであり、起業家支援にもつながっ
た。
セミナー回数 ４回（発表会含む）   参加者数 延べ５３名

・土浦商工会議所 ・ハローワーク

・受講者の就労支援の一環として、事業所とのマッチングの機会を創出
するため成果発表会を実施した。しかしながら、受講者が希望する働き
方と合致すマッチング件数は目標に達しなかった。商工会議所との連携
により、昨年度と比較して発表会に参加する事業所数は増加しているも
のの十分とはいえない状況である。今後は、市内中小企業に対し、デジ
タル分野における人材活用の有用性について周知を図るとともに、ハ
ローワーク等関係機関との連携を一層強化し、より効果的なマッチング
手法について検討していくことが必要である。

目標・ＫＰＩ 目標 実績 達成率

事業
目標

デジタル分野への
就労意欲向上

（受講者のうち意欲
向上した割合）

８０％
（アウト
プット）

１００％
（Ｒ７．９月
時点）

１２５％

事業
ＫＰＩ

講習会受講者数 ６０名
（アウトカ
ム）

５３名 ８８％

就労・起業した件数 ３件 ２件 ６７％

今後の課題



事業の概要

子育てや介護等のライフイベントを背景に離職した女性を対象に、離職・就労にとどまらず、デジタル分野におけるスキルの
習得を通じて、在宅ワークや短時間勤務、小規模な起業など多様で柔軟な働き方の選択肢に関する理解を深める。あわせ
て、自身の経験や強みを見つめ直す機会を提供し、デジタル技術を活用した新たな就労の可能性視野に入れながら、ライフ
ステージに応じた働き方を自律的に選択していくためのヒントを見つける。

広報ＰＲ動画の作成に取組み、デジタルスキルの向上を図りながら、「ショート動画」「ＳＮＳ」「広報ＰＲ」等の知識を深め、就
労・起業を目指す。

【セミナーの案内】 【セミナー内容】

日 時：令和７年７月１９・２６日、８月９日、９月１３日
場 所：土浦市男女共同参画センター
内 容：１回目 女性の働き方とライフデザイン デジタルスキルの活用

  ２回目 動画編集の基礎とマーケティング
  ３回目 ＳＮＳ活用戦略・分析・発表準備

           ４回目 成果発表会
受講者：１６名（延べ５３名）

〇講座内グループ共有：講座内での気づきや、実践ワークを通して受講生の意見や他
の受講生の制作物を見ることにより、作品のブラッシュアップを行い、視野を広げた。

〇希望者には、講師による個別の就労・創業相談を実施し、個人の状況に寄り添った、
アドバイスを行う機会を設けた。

〇成果発表会には、市内ＮＰＯ法人２団体、商工会議所、事業所（２社）の関係者が参
加し、受講者の制作物に対し講評を行うとともに、実務的な視点からの助言が提供され
た。これにより受講生にとって就労を意識した学びの深化が図られた。
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